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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
Hell'cobacteTPylorl-(以下 Jの感染による消化性潰癌の治療において JlP除菌
前のプロトンポンプ阻害剤 (以下 PPI)投与の影響に関する報告のうちランソ
プラゾ-ル 30mg､アモキシシリン 750mg､クラリスロマイシン 200mg(以
下 LAC)を用いた除菌療法の報告はない｡対象は 2004年 10月から2007年 2
月までに当院および関連 11施設で上部消化管内視鏡を施行され､胃十二指腸潰
癌およびm'感染を診断された116例O患者を無作為に二群に振り分け､一方は
ランソプラゾ-ルで治療後､LACで除菌を行った(A群 :N=57)｡もう一
方は最初に〟P除菌 した後､ランソプラゾ-ルで治療 した (B群 :N=59)0
4週のちに除菌判定した｡その経過中､問診票を用いて消化器症状の評価
を行なった｡結果は除菌成績､消化器症状とも二群間に有意差を認めなかっ
た｡両群各々で治療前後の消化器症状を比較したところ､両群とも治療後有意
な症状改善認めた｡胃十二指腸潰癌に対するPPI前投与の有無はLACを用いた
m'除菌において除菌成績および消化器症状に差は認めない.除菌療法含めた潰
癌治療により消化器症状は著明な改善を示した｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､Heh'eobaeterpplotiに感染されている胃渡渉患者で､我が国
で推奨されているランソプラゾ-ル､アモキシリン､クラリスロマイシン
の3剤で除菌する際に､その前後にランソプラゾ-ルを投与した歩合の除
菌串および QOLに対する影響を､他施設共同ランダム化前向き耗故で検
討したものである｡
結果としては､前後どちらに投与しても両者の間に有意差は罷められなか
ったが､胃潰妨患者における上記 3剤を用いた除菌療法の際に､PPIで
あるランソプラノ-ルの投与の影響を検討 したのは本論文が初めてであ
り､臨床的な価値が高い業凍であると霞める｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると罷める｡′
